
保育支援に関するアンケート調査結果

栃木県医師会

対 象：県内市町ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ事業担当

発送数：15

回答数：14



有効回答数 14 施設

１．貴センターについてお伺いいたします。

（１）運営主体

➀市町村直営 6

②外部委託 8

市町村直営：足利市、栃木市、真岡市、下野市、壬生町、高根沢町

外部委託 ：宇都宮市（社会福祉法人 宇都宮市母子寡婦福祉連合会）

佐野市（佐野市社会福祉協議会）

鹿沼市（特定非営利活動法人 鹿沼ファミリー劇場）

日光市（特定非営利活動法人 咲らん坊）

小山市（社会福祉法人 桜美会）

矢板市（矢板市社会福祉協議会）

那須塩原市（NPO法人 子育てほっとねっと）

さくら市（さくら市社会福祉協議会）

運営主体

市町村直営

43％

外部委託

57％
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（２）会員数 ※空欄は未回答

市町
利用会員
利用者

うち
医師

うち
看護師

提供会員
ｻﾎﾟｰﾀｰ

うち
医師

うち
看護師

両方会員
うち
医師

うち
看護師

　 宇都宮市 1877 499 180

足利市 446 0 0 92 0 2 21 0 3

栃木市 744 201 115

佐野市 792 1 1 321 0 8 54 0 0

鹿沼市 761 1 3 250 0 2 133 0 0

日光市 705 1 16 206 0 2 67 0 2

小山市 663 7 21 139 0 5 102 0 5

真岡市 272 52 0 1 5 0 0

矢板市 166 0 0 100 0 0 29 0 0

那須塩原市 259 95 34

さくら市 181 37 2 17

下野市 178 16 40 83 1 3 2

壬生町 355 76 4 48 5

高根沢町 131 51 17
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（３）利用場所

①提供会員宅（ｻﾎﾟｰﾀｰ宅） 14

②利用会員宅（利用者宅） 6

③その他 4

（４）利用内容

①平時 14 （月曜日～金曜日7時～19時　13施設、月曜日～日曜日　1施設）

②時間外 13 （月曜日～金曜日以外の時間、土日、祝日、年末年始）

③病児 3

④宿泊 2

⑤食事 7

⑥その他 2 （送迎、産前産後支援）

利用場所

その他

17％

提供会員宅

58％
利用会員宅

25％

③その他の内訳

・子育てセンター

・児童館など公共の場所

・利用者の希望の場所（病院待合室、美容院等）

・ファミリサポートセンター

利用内容

平時 34％

時間外 32％

病児 5％

宿泊 5％

食事 17％

その他 5％
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（４）利用料金

料金 分 料金 分 料金 分

宇都宮市 700 60 800 60
相談で
決定

足利市 1,000 120 800 60

栃木市 700 60 800 60 100～

佐野市 700 60 800 60

鹿沼市 300 30 350 30 実費

日光市 350 30 400 30 450 30

小山市 600 60 700 60 1,200 60

真岡市 700 60 800 60

矢板市 600 60 700 60
平600
外700

60
実費

那須塩原市 700 60 800 60 100円

さくら市 600 60

下野市 700 60 800 60 200円

壬生町 700 60 800 60

高根沢町 600 60 700 60

（５）利用実績　※「―」は平時･時間外合計のみ、空欄は実施無し

市町

宇都宮市

足利市

栃木市

佐野市

鹿沼市

日光市

小山市

真岡市

矢板市

那須塩原市

さくら市

下野市

壬生町

高根沢町

―

―

無回答

1492

―

―

無回答

194

9

無回答

1686

平時･時間外合計

9667

1531

5995

2772

3024

978

平時

―

1411

5191

2658

平時
市町

時間外 病児
食事

外出加算
1km以上100円

その他

交通費実費

産前産後支援
1時間700円

依頼会員補助
1時間200円

―

120

804

114

時間外

交通費
送迎各100円

ガソリン代実費

―

―

―

1000

3

0

60

114

499

2800

56

60

―

499

1800

53

9

※宿泊 日光市：9,000円（1泊）

小山市：平日19時～7時、3歳児以上就学前 9,000円、小学生 8,000円

土日祝日19時～7時、3歳以上就学前10,000円、小学生 9,000円

※料金 足利市：120分超後は60分600円、

栃木市：60分超後は30分毎の加算(平時350円、病児400円)。
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（６）定期的な利用（毎週または毎月）はありますか。

①ある 13

②ない 1

定期的な利用数（月平均）

市町 平時

宇都宮市 107

足利市 109

栃木市 154

佐野市 229

鹿沼市 110

日光市 247

小山市 190

真岡市 30

矢板市 0

那須塩原市 79

さくら市 7

下野市 260

壬生町 5

高根沢町 2

２．貴センターと他事業との連携についてお伺いいたします。

①連携している 2

②連携していない 11

①契約している 0

②契約していない 2

（１）他事業（ベビーシッター、保育園、社内・院内託児室等）との
　　　連携を行っていますか？

（２）（「２．（１）」で①と回答された方）他事業と連携する際、
　　　別途契約をしていますか？

定期的な利用の有無

ある

93％

ない 7％

0
50
100
150
200
250
300

定期的な利用数（月平均）

他事業との連携

連携していない

85％

連携している 15％

①連携先内訳

連携先（２施設）

鹿沼市：保育所

壬生町：女性医師支援センター
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①はい 3

②いいえ 11

①はい 2

②いいえ 1

３．貴センターで加入している保険についてお伺いいたします。

（１）加入している保険

12

2

１）依頼子供傷害保険

①Aタイプ 0

②Bタイプ 3

③Cタイプ 2

④Dタイプ 5

⑤Eタイプ 2

２）サービス提供会員傷害保険

①Ⅰタイプ 2

②Ⅱタイプ 2

③Ⅲタイプ 7

④Ⅳタイプ 1

３）賠償責任保険

①1名～70名 4 ⑤161名～200名 0

②71名～100名 0 ⑥201名～250名 0

③101名～130名 0 ⑦251名～300名 0

④131名～160名 0 ⑧その他 8

①地域子育て支援補償保険
(一般財団法人　女性労働協会)

②その他

（２）（「３．（１）」で①と回答された方）保険内容について
　　　お伺いいたします。（ご回答いただける範囲で構いません）

（３）現在、医師会では、看護師をサポーター（提供会員）として
　　　病児・病後児の保育を行う、新たな事業を検討していますが、
　　　本事業に対して連携を行うことは可能ですか？

（４）（「２．（３）」で①と回答された方）その場合、
　　　当該サポーターの利用料金を増額することは可能ですか(金額は別途相談)

本会との連携

連携不可 79％

連携可 21％

加入保険の種類

地域子育て支援

補償保険 86％

その他 14％

①はいの内訳

日光市、那須塩原市、

高根沢町

①はいの内訳

那須塩原市、 高根沢町
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保険内容の内訳

市 町

宇都宮市

足利市

栃木市

佐野市

鹿沼市

日光市

小山市

真岡市

那須塩原市

下野市

壬生町

高根沢町

※矢板市、さくら市は独自の保険のため、内容について無回答

※保険の種類（タイプ）の内訳は別紙の通り

４．その他、事業を行って困った事例や、感想などございましたらご記入ください

Bタイプ Ⅰタイプ その他 加入している

Dタイプ Ⅲタイプ その他 加入している

依頼子供
障害保険

サービス提供会員
傷害保険 賠償責任保険 お見舞金制度

Bタイプ Ⅱタイプ その他 加入している

Dタイプ Ⅲタイプ その他 加入している

Bタイプ Ⅲタイプ その他 加入している

Cタイプ Ⅱタイプ その他 加入している

Eタイプ Ⅳタイプ その他 加入している

Cタイプ Ⅰタイプ 1名～70名 加入している

Eタイプ Ⅲタイプ 1名～70名 加入している

Dタイプ Ⅲタイプ その他 加入している

Dタイプ Ⅲタイプ 1名～70名 加入している

Dタイプ Ⅲタイプ 1名～70名 加入している

・以前、手足口病のお子さんを預かってほしいという依頼がありましたが、

当センターでは、対応が難しく、また病児をお預かりしていないため、援

助をお断りしました。他にも、年に数件依頼の問い合わせがあります。

医師のお子様だけでなく、一般の病児・病後児にもサポートをしていた

だけるような施設や制度ができれば良いと思います。

・依頼会員（利用者）と協力会員（サポーター）が１対１であることが必要

となっているが、それ以外の要望が多く対象外となることが多々ある。

（例：会議等での託児、検診時の託児等）

・依頼宅で託児してほしいとの要望も多い。（当センターの託児はサポー

ター宅のみであるため）

・家庭訪問型の母親の支援として利用できないか。

・依頼の中に、発熱時の保育園へのお迎えをお願いしたいという要望が数件

寄せられている。現在、当センターでは、病児・病後児のサポートはお断

りしている状況なので、看護師が提供会員（サポーター）としてサポート

に加わっていただけるのであれば、医師会の事業と連携させていただきた

いと思います。
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